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Summary

This report shows the investigation and collection of crop landraces/farmers’ varieties in Tokushima and Kochi 
Prefecture in February 2024. We collected total of 16 accessions, including cereal, vegetable and legume. The seeds 
were provided by farmers after hearing investigation of its information such as characteristics, origin, cultivation method 
and cooking method. These accessions are registered at the National Agriculture and Food Research Organization 
(NARO) Genebank for ex situ conservation. The NARO Genebank will multiplicate, conserve and distribute the seeds of 
accessions for research and educational purposes ( ).
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摘要

　本報告書では，2024 年 2 月に実施した徳島県および高知県における作物在来品種の調査結果を記す．今回

の調査において，同県で作物在来品種の栽培を行う生産者や保存団体に対し，作物在来品種の来歴や特徴等

の聞き取り調査を実施するとともに，生息域外保全のためにトウモロコシやトウガラシ，キュウリ等，合計

16 点の種子を収集した．これらの種子は増殖後，農研機構が運営する「農業生物資源ジーンバンク事業」に

おいて育種を含む研究または教育を目的とする利用のために保存・配布予定である．

キーワード：作物在来品種，野菜類，栽培者維持系統，生息域外保全

１．序論・目的

　地 域 の 気 候 風 土 に 適 応 し た 作 物 在 来 品 種

（landrace/farmers’ variety）は，地域の歴史や文化を

伝える記録媒体としての役割に加えて，新たな品

種開発の育種素材（遺伝資源）としての役割を有

する．しかしながらこれらの作物在来品種は，近

代の農業体系や流通システムへの適用が容易では

ない，気候変動により栽培適地が減少している等
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用途などの聞き取り調査を実施した．その際，作

物在来品種が栽培されていた場合には，圃場にて

植物体を観察し写真を撮影した．また，「農業生物

資源ジーンバンク事業」の目的や保存する遺伝資

源の取扱方針を説明し，種子分譲の同意が得られ

た場合には，当該作物在来品種の種子を分譲をい

ただいた．

３．調査結果

　本調査において，16 点の在来品種の種子を収集

した．内訳はイネ科（Oryza 属および Zea 属）が 5

点，ナス科（Capsicum 属および Solanum 属）が 4

点，ウリ科（Cucumis 属および Lagenaria 属）が 3 点，

アブラナ科（Brassica 属および Raphanus 属）が 2 点，

タデ科（Fagopyrum 属）およびマメ科（Arachis 属）

がそれぞれ 1 点ずつである．本調査で収集した在

来品種の一覧を表 2 に，収集地点を図 1 に示した．

なお，種子を収集できなかった在来品種等につい

てもその特性や来歴等の聞き取り情報を調査記録

として残しているため，収集番号は連番になって

いない．以下，収集した在来品種について個別に

紹介する．

TK01：土佐鷹（Capsicum frutescens L.）

　TK01 は植物学者であった故牧野富太郎博士が収

集した高知県の在来品種の一つである．牧野博士

の弟子であった故竹田功氏がʻ土佐鷹ʼの種子を

保存しており，その種子を竹田氏のご子息から譲

渡された生産者が栽培している．生産者は 10 年程，

栽培を継続している．料理の辛味付け目的での使

用や，野菜類の漬物の防腐や味付けのアクセント

のために利用されている．その他，昔は魚料理の

臭み消しにも利用していたという．

　生産者によると，病気に強く，果実の赤色の退

色が遅いという．実際に 2 月に調査に伺った際に

も株に残った果実は鮮紅色を呈しているものが多

く，冬季の畑で目立っていた（写真 1）．株は大

きくなるが，果実は 3 ~ 4 cm ほどと小型で，多数

実っていた．上記の特徴からキダチトウガラシ

（Capsicum frutescens）であると推察された．圃場に

残った TK01 の果実を分譲いただき，種子を収集し

た（写真 2）．

の理由から，大規模な栽培や品種・系統の維持が

困難になっている．これらの在来品種を次世代以

降にも継承するためには，生産者らが圃場で栽

培を継続することによる生息域内保全（in situ/on  

farm conservation）に加えて，外部機関 による生息

域外保全（ex situ conservation）を実施することが

有効である．

　農研機構が運営する「農業生物資源ジーンバン

ク事業」では，国内外から様々な植物遺伝資源を

収集し，生息域外保全を実施している．四国地方

における作物遺伝資源の調査・収集はこれまでに，

雑穀・マメ類（中山ら 1992; 奥野ら 1993; 猿田ら 

2006, 2010; Baba-Kasai et al. 2019)，サトウキビ（勝

田ら 1995; 松尾ら 2007; 松岡・杉松 2008），トウモ

ロコシ・ソルガム（中村ら 1997）およびシソ・エ

ゴマ（新田ら 2003, 2004）に関する遺伝資源の探索

収集が実施されているが，蔬菜類の在来品種を主

体とした調査や収集は実施されていない．そこで

本調査では，四国地方 4 県の中でも作物在来品種

に関する情報が多く存在する徳島県および高知県

を対象に，現存する作物在来品種に関する情報を

収集するとともに，これらの生息域外保全を実施

するために，それらの種子を収集した．

２．調査方法

　2024 年 2 月 13 日から 17 日の 5 日間，表 1 に示

す行程にて，徳島県および高知県内で栽培されて

いる作物在来品種を調査した．具体的には，作物

在来品種を栽培する農業従事者や団体等を訪問し，

当該作物在来品種の特徴や栽培方法，来歴，利用

表1　本調査の行程表

2024年 高知県南国市（高知龍馬空港）
2月13日 徳島県徳島市

徳島県那賀町
　（木頭北川地区、臼ケ谷地区）
徳島県吉野川市
　〃　美馬市
　〃　三次市（東祖谷地区）
高知県仁淀川町（田村地区）
　〃　高知市
高知県安芸市
　〃　南国市（高知龍馬空港）

2月14日

2月15日

2月16日

2月17日

表 1. 本調査の工程表
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TK02：唐人豆（Arachis hypogaea L.）

　TK02 はラッカセイの在来品種である．TK02 も

故牧野博士が収集した高知県の在来品種であり，

現在は「牧野野菜」の一つとして高知県内で栽培

されている．殻の長さは大きいもので 6 cm，種子

（豆）の長さは 3 cm と，一般的な品種の 1.5 ~ 2 倍

程度と非常に大きいことを特徴とする（写真 3, 4）．

その分，植物体も大きくなる．江戸時代に高知県

表2　本調査で取得した作物在来品種

収集番号 JP番号 　品種名 学名
TK1 291236 土佐鷹 Capsicum frutescens  L.
TK2 291237 唐人豆 Arachis hypogaea  L.
TK3 291238 ふさなり Oryza sativa  L.
TK4 291239 中内きゅうり（あお） Cucumis sativus  L.
TK5 291240 中内きゅうり（しろ） Cucumis sativus  L.
TK6 291241 なんば Zea mays  L.
TK7 291242 もちきび Zea mays  L.
TK9 291243 臼ヶ谷ナス Solanum melongena  L.
TK11 291244 山辛唐辛子 Capsicum annuum  L.
TK12 291245 みまから唐辛子 Capsicum annuum  L.

TK13 291246
トウキビ
東祖谷在来（黄）

Zea mays  L.

TK14 291247
トウキビ
東祖谷在来（黄白）

Zea mays  L.

TK15 291248 ユウゴ
Lagenaria siceraria  (Molina) Standl.
var. hispida (Thunb.) H.Hara

TK16 291249 東祖谷在来ソバ Fagopyrum esculentum  Moench
TK19 291250 田村カブ Brassica rapa  L. Rapifera Group
TK20 291251 入河内大根 Raphanus sativus  L.

表 2. 本調査で取得した作物在来品種

図1. 遺伝資源の収集地点
図 1. 遺伝資源の収集地点
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が，若干の苦みがあるため，黄色い筋状の色が付

くほど熟してから食することが多い．生食の他，

浅漬けにも利用される．地這い栽培を行い，支柱

立てはしない．主枝に果実は実らず，側枝に実る．

　4 月終わりから 5 月上旬に種子を播き，収穫は 7

月下旬から 9 月下旬まで可能である．2 系統間の交

雑や近所の家庭菜園で栽培される近代品種との交

雑を防ぐため，住宅地から離れた山間部の畑で別々

に栽培し，種取りを行っている．TK04 と TK05 は

いずれも山間部で栽培されているが，これらを徳

島市周辺の平地で栽培すると苦味がひどく食され

ることはなかったという．これは平地では肥料の

効きがよく，日射量も増加することから光合成が

促進された結果，苦味成分であるククルビタシン

（cucurbitacin）の合成量が増加した結果であると推

察される．

　2023 年の秋に採種した種子の一部を分譲いただ

いた（写真 7, 8）．

TK06：なんば（Zea mays L.）

TK07：もちきび（Zea mays L.）

　TK06 と TK07 は徳島県那賀郡那賀町木頭北川地

区の 1 軒の生産者が栽培しているトウモロコシの

在来品種／維持系統である（写真 9）．TK06 は黄

色の種子をつけるが，絹糸は赤い（写真 10, 11）．

TK06 はうるち性を示し，茹でるよりも皮ごと焼い

て食する方が適している．収穫後の TK06 の茎の皮

を剥いで齧ると甘い汁が得られるため，甘味の少

なかった昭和初期にはおやつとして食された．一

方で TK07 は赤紫色の種子をつけ，絹糸は緑色か

ら黄色である（写真 12, 13）．TK07 はもち性を示

すため，茹でて食される他，粗挽きしたものを米

と一緒に炊飯し，キビ飯としても食される．TK06

と TK07 はいずれも 4 月下旬から 5 月中旬にかけて

播種するが，開花の時期が異なる．TK06 は現在ト

ウモロコシとして多く流通し，家庭菜園で栽培さ

れているスイートコーンと同様に 7 月上旬から下

旬に開花するが，TK07 はより開花が遅く，8 月中

旬から下旬に開花するという．そのため，TK07 は

近所にスイートコーン等の一般品種が栽培されて

いる環境下でも交雑の心配はほとんどない．他方，

TK06 は住宅地から離れた山間部で栽培している．

の南西部に位置する沖の島（宿毛市）付近で難破

した船から見つかり，沖の島で栽培されるように

なったものだという．

　一般的なラッカセイと同様に炒った豆が食され

るが，冷汁の材料としても重宝されている．また，

近年ではジェラートやケーキなど，̒ 唐人豆ʼを材

料の一部に用いたスイーツが開発されており，地

域振興の一助となっている．

TK03：ふさなり（Oryza sativa L.）

　神饌米として用いられてきた香稲米である（写

真 5）．1700 年代に高知県民が熊野詣の際にʻふさ

なりʼの種籾を持ち帰り，それを県内の熊野分社

に神饌米として納めたとされる．一般に神饌米は

市場に流通しないことからその生産量は極めて少

なく，高知県でも 1970 年代に栽培が途絶えたとい

う．TK01 と同様に，故竹田功氏が研究用に保存し

ていた少量のʻふさなりʼの種籾が見つかり，こ

の種籾を用いて 2017 年から復活栽培が開始され，

現在は一般販売もされている ( ふさなり生産組合

ホームページ ：https://www.fusanari.org/)．

　農研機構のジーンバンク には同じʻふさなりʼ

の品種名がついたイネ遺伝資源が保存されている

（JP9335）．JP9335 は 1964 年に三重県南牟婁郡紀和

町で収集されたことが記載されている（写真 6）．

紀和町は熊野三社からほど近く，TK03 と JP9335

は由来が同一である可能性が示唆されるが，TK03

は高知県で長い期間栽培が継続されてきたことに

より，地域の気候風土に適応するための遺伝子変

異を有すると考えられるため，JP9335 とは区別し

て保存することとした．

TK04：中内きゅうり（あお）（Cucumis sativus L.）

TK05：中内きゅうり（しろ）（Cucumis sativus L.）

　TK04 と TK05 は徳島県那賀郡那賀町木頭北川地

区の 1 軒の生産者が栽培しているキュウリの在来

品種／維持系統である．TK04 は果皮が青く，TK05

は白～白緑色である．いずれも果実は直径 8 ~ 10 

cm，長さ 20 ~ 30 cm 程になる．また，果皮のイボ

は黒色である．固い皮を有することに起因してか，

収穫してから 1 週間は常温で貯蔵しても萎れるこ

とはないという．若いうちに食することも可能だ



- 32 -

TK09：臼ケ谷ナス（Solanum melingena L.）

　徳島県那賀郡那賀町臼ケ谷地区の 4 軒の生産者

が栽培しているナスの在来品種である．現在一般

に流通しているナスは小判型で黒紫色である「千

両系」であるが，TK09 は紫色が極めて薄く，果皮

のところどころに地肌の薄緑色が見えている箇所

がある．形は千両系に近い小判型のものから，丸

型に近いものまでバリエーションに富むが，丸型

の方が本来の形に近いとのことであった．なお，

今回の調査は栽培時期ではなかったため現物を見

ることはできなかった．来歴は不明であるが，調

査に協力いただいた生産者が TK09 の栽培を開始し

た 60 余年前にはすでに同地区で栽培されていたと

のことである．近年はシカやイノシシによる食害

が深刻化しており，収穫量が著しく減少している．

　TK09 の果実は果皮が固く，水分量が多いこと

から焼きナスに適しているが漬物には不適である．

焼いた TK09 の果実は果皮を剥くと鮮やかな黄緑色

の果肉が現れる．

　採種年は不明であるが，倉庫に残っていた種子

を分譲いただいた（写真 14）．

TK11：山辛唐辛子（Capsicum annuum L.）

　徳島県吉野川市の 4 軒の生産者が栽培している

トウガラシの在来品種である（写真 15）．昭和 17

年頃，同県北西部の旧井川町地区（現三好市）に

住んでいた方が太平洋戦争における派遣先であっ

たフィリピンから帰国する際，種子を持ち込んだ

との記録が残っている．

　2 月下旬から 3 月上旬に無加温ハウスで育苗した

後定植し，8 月下旬から収穫を開始する．7 月に発

生しやすい青枯病とアブラムシが重大な病害虫で

ある．5 cm 程の果実が上向きに実る．よく乾燥さ

せた果実を粉砕して一味唐辛子として販売する 6

次産業化が進められている（写真 16）．

TK12：みまから唐辛子（Capsicum annuum L.）

　徳島県美馬市で栽培されているトウガラシの在

来品種である（写真 17）．来歴は不明であるものの，

100 年以上前から栽培が続けられているという．元

来は防虫を目的にナスやキュウリの株間に植えら

れていた．

　地表温度 15 °C を下回ると成長が止まる．7 月

下旬から 9 月末まで収穫できるが，寒くなると果

実にエグ味が出てくるため，最も質の良い果実は

8 月中旬に収穫したものであるとのことであった．

適切な摘花を施し，一株に約 400 個の果実が実る

ように調整している．この摘花作業により，果実

の長さが 20 cm 程になる（写真 18）．果実が下向き

に実る点で TK11 とは異なる．

TK13：トウキビ東祖谷在来（黄）（Zea mays L.）

TK14：トウキビ東祖谷在来（黄白）（Zea mays L.）

　TK13 および TK14 は徳島県三好市東祖谷地区で

栽培されているもち性のトウモロコシ在来品種で

ある（写真 19）．いずれも雌穂長は 10 cm 程度と小

型で，TK13 の種子は黄色であるのに対し，TK14

の種子は黄白色である（写真 20, 21）．来歴は不明

であるが，今回調査に協力いただいた生産者（80

代）の御祖父様も栽培していたとのことであった．

昔はこれらの種子を囲炉裏で焼いて食することも

あったが，これらは非常に硬いために，現在では

主にポップコーン用に利用されている．

TK15：ゆうご（Lagenaria siceraria (Molina) Standl. 

var. hispida (Thunb.) H.Hara）

　TK15 は徳島県三好市東祖谷地区に半自生して

いるユウガオである．生産者がこの種子を播種し

育苗しているのではなく，畑の区域外に自生 して

いる TK15 の苗を 5 月中旬から下旬に畑の一画に

移植して栽培している．油炒めやみそ汁の具，そ

うめん汁などに利用されるが，果実が小さいうち

に収穫しないと皮が固くなり食用に適さない（写

真 22）．そのため，大きくなりすぎて廃棄された

TK15 の果実，あるいは移植されずに畑の区域外に

残った個体に稔った果実の中の種子が翌年発芽し，

再び栽培されるサイクルが成立している．調査時，

敷地内に廃棄された TK15 の完熟果実が割れて種子

が露出していたので，その種子を収集した（写真

23, 24）．
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査時には最後まで畑に残された TK19 の植物体を観

察することができた（写真 30）．収穫の際に肥大部

が扁平で葉の付け根の窪みが小さく，葉が適度な

大きさの個体を選抜し，採種用に隔離された山の

中にそれらを移植する．

　TK19 の肥大部は正月に鯨鍋（現地ではすき焼き

とも呼ばれる）の具として伝統的に食されてきた．

その他，酢の物や味噌汁の具，煮物，サラダと様々

な調理法で食される．葉はおひたしや炒め物で食

される．

　TK19 の来歴は不明であるが，100 年以上にわたっ

て田村地区で自家採種が繰り返されてきた．なお，

仁淀川町の東側に隣接する越知町にはʻ大平カブʼ

と呼ばれる TK19 と類似した在来品種が存在するが，

ʻ大平カブʼは田村地区で育った女性が結婚に伴い

越知町に移り住んだ際，持ち込んだ TK19 の種子に

由来すると考えられている．

　2023 年の 5 ～ 6 月に採種された種子の残りを分

譲いただいた（写真 31）．

TK20：入河内大根（Raphanus sativus L.）

　TK20 は高知県安芸市入河内地区で 20 軒の生産

者が栽培するダイコンの在来品種である．大型の

ダイコンで，肥大部の重量が 3 ~ 4 kg のものが主に

出荷されるが，大きなものでは 10 kg に達するもの

もあるという（写真 32, 33）．

　入河内地区は標高 120 m ほどの山間部であるが，

南向きの斜面に集落が形成されており日照時間が

比較的長い．

　9 月上旬に播種することが慣例であったが，近

年は高温化の影響で 9 月下旬に播種期を遅らせて

いる．50 cm の間隔で播種することが好ましい（写

真 34）．収穫は 12 月下旬から始まり，2 月まで続

く．肥大部のうち，地上に出た部分はシアニジン

の蓄積によって赤紫に着色し，地下部は白い（写

真 32）．調査時時点で 17 年程，裏作なしで連作し

ており，生理障害の発生を抑えるために施肥を行っ

ているとのことであった．黒点病や肥大部の空洞

化がしばしば生じるため，肥大部の両端を切り落

とし，内部を目視確認して問題のないものを出荷

している（写真 35）．そのため食するのは主に肥大

部で，葉は生産者が稀に菜飯で食する程度である．

TK16： 東 祖 谷 在 来 ソ バ（Fagopyrum esculentum 

Moench）

　TK16 は徳島県三好市東祖谷地区の落合集落で

栽培されているソバの在来品種である（写真 25）．

山間に位置し，高低差約 390 m の急斜面に沿っ

て集落が形成されている．急斜面のため水田にし

て水稲を栽培することができなかったため，代わ

りに古くからソバが栽培されてきた．平家の落人

が源氏から逃れるためにこの地域に隠れ住み，こ

の落人らが持ち込んだソバが TK16 だとの一説が

あるが，真偽は不明である．なお，東祖谷地区

における急斜面での農業は 2018 年に「Nishi-Awa 

Steep Slope Land Agriculture System ( にし阿波の傾

斜地農耕システム )」として世界農業遺産に登録

されているので参照されたい（

）．

　TK16 の種子は一般的なソバと比べると小ぶりで

丸みを帯びているのが特徴的である．白い花が咲

く個体と赤い花が咲く個体が混在している．8 月中

旬から下旬に播種し，10 月下旬に収穫する．

　TK16 を挽いた蕎麦粉から「祖谷そば」が作られ，

食されてきた（写真 26）．また，ソバの実を塩茹で

した後，殻を剥いて干したものは「そば米」と呼

ばれ，「そば米」に野菜類を加えて醤油等で味付け

したそば米雑炊が食されてきた．ソバを粒のまま

食するのは徳島県独特の文化である（農林水産省 

2008）．

TK19：田村カブ（Brassica rapa L. Rapifera Group）

　TK19 は高知県吾川郡仁淀川町田村地区で栽培さ

れているカブの在来品種である．現在は 10 軒程度

がこの品種を栽培しているが，100 玉を出荷でき

る生産者は 2 ~ 3 軒に限られる．肥大部の形状は扁

平なものから球形に近いものまで多様であったが，

扁平なものが本来の形に近いとされる（写真 27）．

肥大部の直径は 15 ~ 20 cm，重量 2 ~ 3 kg に達する大

型のカブである（写真 28）．肥大部のうち，地上に

出ている部分はシアニジン（アントシアニン）に

由来する赤紫色を呈する（写真 29）．

　8 月下旬に苗床に播種し，9 月上旬から中旬に畑

に定植する．収穫は 12 月から翌年 2 月となる．調
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　TK20 の肥大部は火の通りがよく，緻密な繊維質

のおかげで煮崩れしにくいため，煮物に用いられ

ることが多い．他には生食や酢漬け，糠漬けでも

食用されるが，糠漬けにした場合は黒混じりの黄

色に変色する．また，肥大部をスティック状に切っ

て干した切り干し大根は，冬から春の食料が少な

い時期に重宝された．

　明治時代に生まれた方が子どもの頃には TK20 が

存在していたという話から，100 年以上の栽培が

続けられていると考えられる．現在は「入河内大

根のこそう会」という生産・保存団体が結成され

ており，形が良好なものを生産者同士で持ち寄り，

団体代表者が 30 個体ほどを採種用の畑に移植して

採種している．そのため種子は団体内で共有して

いる．白色の花と赤紫色の花の 2 種類が混在して

いるというが，調査時はまだ開花しておらず，花

色は確認できなかった．

　採種年は不明であるが，保存団体に残っていた

種子を分譲いただいた（写真 36）．

４．終わりに

　本調査において，徳島県および高知県に現存す

る作物在来品種 16 点を収集することができた．い

ずれの在来品種も生産者が極めて少なく，今回の

調査により，これらの在来品種を生息域外保全で

きたことは大きな成果である．本調査で収集した

遺伝資源はいずれも，農研機構のジーンバンクに

保存し，種子の増殖および特性評価を実施したの

ち，研究，育種，教育等の目的のために利用可能

な植物遺伝資源として広く公開・配布する予定で

あ る（ ）． 一

方で，今回調査および収集した在来品種以外にも

徳島県および高知県にはキュウリやカブ等，特色

ある在来品種が存在することが明らかとなった．

今後はこれらの在来品種についても調査，収集し，

現地での栽培状況に応じて農研機構のジーンバン

クにおける生息域外保全を進める必要がある．　
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写真 1. 畑に残った TK01 の果実 写真 2. TK01 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 3. TK02 の種子 写真 4. TK02 の種子（拡大）
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 5. TK03 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 6. JP9335 ‘ ふさなり ’ の種子カード

写真 7. TK04 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 8. TK05 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す
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写真 9. 民家の軒下で保存された TK06, TK07 写真 10. TK06 の雌穂

写真 11. TK06 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 12. TK07 の雌穂

写真 13. TK07 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 14. TK09 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 15. TK11 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 16. TK11 を用いて生産される一味唐辛
子
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写真 17. TK12 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 18. TK12 の果実

写真 19. TK13（左）, 14（右）の雌穂 写真 20. TK13 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 21. TK14 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写 真 22. TK15 を 用 い た
そうめん汁のレシピ例

写真 23. 畑の区画外から採集した TK15 の
種子 

写真 24. TK15 の種子（拡大）
画像の目盛は 1 mm を示す
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写真 25. TK16 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 26. TK16 のそば粉から生産者が手打ちし
た「祖谷そば」

写真 27. TK19 の胚軸肥大部 写真 28. TK19 の収穫の様子

写真 29. 採種用に残された TK19 写真 30. TK19 の花序と花蕾

写真 31. TK19 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す

写真 32. 収穫前の TK20
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写真 33. TK20 は 3 ~ 4 kg の
大きさに成長する 

写真 34. TK20 を栽培する圃場

写真 35. 内部の確認のために根端を切り落と
した TK20

写真 36. TK20 の種子
画像の目盛は 1 mm を示す


